
 

家庭科の目標 
 

 家庭分野の目標は、「衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な
基礎的・基本的な知識及び技術を習得するとともに、家庭の機能について理解を深め、これからの生活
を展望して、課題をもって生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる。」です。 

家庭分野では、自立と共生をめざして、衣食住の生活や家族・保育、環境に配慮した消費生活などにつ
いて、自分の生活をみつめ、問題を発見しながら学習していきます。 

授業では、基礎的な知識を学び、身近な生活の課題についてみんなで考え、実験や実習によってそれを 

確かめたり、実践したりします。そして、身につけた力を実際の生活の中で生かしていくことが大切で
す。○課題に意欲的に取り組もう ○自分の考えを持って、積極的に発表しよう ○仲間の発表に耳を
傾けよい考え方から学ぼう ○メモをとろう ○疑問に思ったことは、質問したり、自分で調べよう 

 

  Ａ 家族・家庭生活 

   家族や周囲の多くの人びとに支えられて育ってきたことを確認し、自分と家族、家庭生活と地域
とのつながりや幼児の生活と家族について考えてみましょう。 

 

  Ｂ 衣食住の生活 

    衣食住について知識や技能を身につけながら、それらの中の課題を見つけ、その課題に取り組ん
で、衣食住の生活を工夫し、健康・快適・安全で豊かな生活を創っていきましょう。 

 

   C 消費生活・環境 

   家庭や地域の中で、どのような消費生活や環境に配慮した生活をすればよいかを考えていきま 

    しょう。持続可能な社会についても考えていきましょう。 

 
 

家庭科の学習計画 
Ａ：家族・家庭生活 Ｂ：衣食住の生活 

Ｃ：消費生活・環境 

 １学年  ２学年            ３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  家庭分野のガイダンス 

Ａ１自分の成長と家族・家庭生活 

 １今の自分とこれまで 

 ２わたしの生活と家族・家庭 

 ３家庭を支える社会 

 ４中学生にとっての家族 

B 食生活 

１食事の役割と食習慣 

 １食事の役割 

 ２健康によい食習慣 

２中学生に必要な栄養を満たす食事 

１中学生の発達と必要な栄養 

 ２栄養素のはたらきと６つの 

  基礎食品群 

B 衣生活 

１目的に応じた衣服の選択  

２日常着の手入れと保管 

３生活を豊かにするものの製作 

４持続可能な衣生活 

B 住生活 

１住まいのはたらきとここちよさ 

２安全な住まいで安心な暮らし 

３持続可能な住生活 

 

    夏休みの課題：一人一作品 

 

B３さまざまな食品とその選択 

  食品が食卓のぼるまで 

  １生鮮食品の選択と保存 

  ２加工食品の選択 

３食品の安全と情報 

４日常食の調理 

５地域の食文化 

６献立づくり 

７持続可能な食生活 

C１ 家庭生活と消費 

  １消費生活のしくみ 

 ２購入・支払いと生活情報 

  ３消費者被害と消費者の自立 

  ４持続可能な社会 

    社会・環境に与える影響 

  

 

 

 

  夏休みの課題：一人一作品 

 

 

 

 

 

通年  

Ａ２幼児の生活と家族 

  １幼児のころと今の自分 

２幼児の体の発達 

  ３幼児の心の発達 

  ４発達にとってのおとなの役割 

  ５遊びが必要なわけ 

  ６遊びを支える環境 

A３幼児とのかかわり（実践） 

  １ふれ合い体験の前に 

  ２ふれ合い体験 

 ３ふれ合い体験の振り返り 

  ４子どもの成長と地域 

A４家庭生活と地域のかかわり 

 ５持続可能な家庭生活 

 

 

 
夏休みの課題：一人一作品 

（自由参加） 

 

 

 

 

 



 

家庭科の評価の方法 
  

評
価
す
る
内
容 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活と技術についての基礎的な理
解を図るとともに、それらに係る技
能を身に付けるようにする。 

 

生活や社会の中から問題を見いだ
して課題を設定し、解決策さ構想
し、実践を評価・改善し、表現する
など、課題を解決する力を養う。 

よりよい生活の実現や持続可能な
社会の構築に向けて、生活の工
夫し創造しようとする実践的な態
度を養う。 

 

評
価
の
方
法 

・授業中の観察 

・発表 

・授業の準備 

・提出物 
・定期テスト 

・実習、作品 

・実習記録、自己評価 

・授業中の観察 
・発表 

・課題・提出物 

・実技 

・定期テスト 

・実習、作品 

・学習プリント 

・授業中の観察 

・課題・提出物 

・定期テスト 

・実技、発表 

・実習、作品 

・学習プリント 
・実践レポート 

  

家庭科の学習の仕方 
  

 家庭分野は、日常の生活を豊かにするための学習です。ただ、知識を暗記するのではなく、自分で問
題をみつけ、実践したり、人とかかわりながら学び、それを生活に生かしていきましょう。 

 

   ものや人とかかわりながら学ぼう 

 「 課題をもって、生活を豊かに創造していく力を身につけるために 」 

生活をみつめ問題をみつけよう 

・知りたい・工夫したい・やってみたい・なぜだろう・どうしたらよいだろう 

                     ↓ 

行動しながら調べてみよう（フィールドワークをしよう） 

・話を聞く・訪問して調べる 

・教科書や本なども調べよう・図書館、新聞、インターネットなども利用しよう 

                     ↓ 

やってみよう・つくってみよう 

・計画を立て、用具、材料を用意して実行する 

                     ↓ 

考えをまとめて発表しよう（交流し合おう） 

・友人と交流する・自分の考えを形にする・教室以外の場所（新聞など）で発表する 

・調べたことや実行したことを、伝えたり、発表したりする 

                     ↓ 

生活に生かそう 

・学習したことを日々の生活に生かす 

 

＜家庭で＞ 

 授業で知ったこと、学んだことを実際の生活の中で生かし、実践していこう。今までは家族の方にや
って頂いたことのなかで、授業を通してできるようになったことを一つずつ実践していこう。そうする
ことにより自分自身の自立への一歩となります。そして、家族の一員として家庭生活を支える役割を果
たすことができます。（実践レポートを提出しよう） 

＜授業の用意＞                                          

 教科書・ワークノート・ファイル                                

＜被服実習で必要なもの＞  ＜調理実習で必要なもの＞ 

 裁縫用具         エプロン・三角巾（バンダナなど）・ふきん（各自２枚）・マスク 


